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№
１
２
７
９
（
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
号
）
か
ら

№
１
３
０
２
（
二
〇
一
九
年
一
二
月
一
五
日
号
）
ま
で

№
１
２
７
９
（
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

２
０
１
８
年
の
政
治･

経
済
の
腐
敗
を
忘
れ
な
い

森

勉

原
子
力
マ
フ
ィ
ア
の
企
み

原

野
人

ー
逆
走
す
る
日
米
の
独
占
資
本
と
政
権
ー

国
労
組
合
員
で
本
当
に
良
か
っ
た

蓑
輪

泰
臣

ー
鉄
道
人
生
４
４
年
間
を
振
り
返
っ
て
ー

「
人
手
不
足
」
問
題
を
考
え
る

山
下

俊
幸

ー
資
本
主
義
に
お
け
る
失
業
の
不
可
避
性
と
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
０
（
二
〇
一
九
年
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

一
人
ひ
と
り
が
学
習
会
つ
く
ろ
う
よ

滝
野

忠

謹
賀
新
年

山
下

俊
幸

「
労
働
・
社
会
科
学
学
習
会
」
の
開
催
、
『
通
信
』
で
の
発
信
を
続
け
ま
す

日
本
労
働
運
動
の
大
転
換

ー
連
合

１
９
春
闘
構
想
に
つ
い
て
ー
（
一
）

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
は
新
特
効
薬
か
？

原

野
人

ー
反
自
民
、
反
独
占
の
勢
力
を
結
集
す
る
た
め
に
ー

変
形
労
働
時
間
制
の
導
入
を
阻
止

伊
藤

光
隆

ー
変
形
労
働
時
間
制
は
長
時
間
労
働
を
助
長
す
る
ー

消
費
が
ふ
え
な
い
本
当
の
わ
け

伊
勢

太
郎

ー
要
求
し
、
闘
わ
な
け
れ
ば
賃
金
は
上
が
ら
な
い
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
１
（
二
〇
一
九
年
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

安
倍
政
治
を
阻
止
し
た
い

渋
谷

澄
夫

加
藤
晋
介
弁
護
士
の
解
釈
改
憲

佐
々
木

一
雄

ー
「
社
会
権
」
を
め
ぐ
る
そ
の
奇
抜
な
新
説
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
ー

成
長
戦
略
の
柱
は
崩
壊

原

野
人

ー
悪
孫
の
夢
を
破
れ
る
日
は
近
い
？
ー

生
産
性
賃
金
論
へ
の
転
換

滝
野

忠

ー
連
合
１
９
春
闘
方
針
を
論
ず
（
二
）
ー

自
国
の
軍
隊
が
自
国
民
に
銃
口
を
向
け
る
！

稲
村

守

ー

・
８
自
衛
隊
の
実
弾
演
習
に
反
対
す
る
あ
い
ば
野
集
会
ー

12

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
８
２
（
二
〇
一
九
年
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
は
大
衆
の
反
乱
な
り

伊
勢

太
郎

春
闘
の
変
質

滝
野

忠

ー
連
合

１
９
春
闘
構
想
に
つ
い
て
（
二
）
ー

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
、
普
遍
主
義
、
「
共
生
・
共
助
」

佐
々
木

一
雄

ー
資
本
主
義
へ
の
責
任
追
及
を
忘
れ
た
中
期
政
策
補
強
関
連
案
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
３
（
二
〇
一
九
年
三
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
祖
国
か
死
か
」

伊
勢

太
郎

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
「
革
命
政
権
」

あ
れ
か
ら
９
年
目
を
迎
え
て

原

野
人

日
本
の
労
働
者
階
級
の
状
態

山
下

俊
幸

ー
長
時
間
労
働
と
「
う
つ
病
」、
過
労
死
・
過
労
自
殺
問
題
を
考
え
る(

一)

ー

「
脱
官
製
」
春
闘
は
本
当
か

滝
野

忠

ー
連
合

１
９
春
闘
構
想
に
つ
い
て
（
三
）
ー

お
か
し
い
こ
と
は
「
お
か
し
い
」
と
、

国
労
上
野
反
合
研

言
え
る
労
働
組
合
が
必
要
だ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
４
（
二
〇
一
九
年
三
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

「
資
本
家
の
人
権
」
に
つ
い
て

原

野
人

ー
新
社
会
党
第
２
４
回
大
会
を
傍
聴
し
て

四
つ
の
国
と
地
域
の
大
競
争
ー

伊
勢

太
郎

ー
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
（
一
）
ー

日
本
労
働
者
階
級
の
状
態

山
下

俊
幸

ー
長
時
間
労
働
と
「
う
つ
病
」、
過
労
死
・
過
労
自
殺
問
題
を
考
え
る
（
二
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
５
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

原
発
を
な
く
し
平
和
な
日
本
を
ま
も
る

國
分

富
夫

３
・

メ
ッ
セ
ー
ジ

11

連
帯
ユ
ニ
オ
ン
関
生
支
部
弾
圧
を
弾
劾
す
る

稲
村

守

ー
３
・

集
会
決
議
ー

10

市
民
と
野
党
の
統
一
候
補

佐
野

周
二

ー
石
川
と
も
ひ
ろ
北
海
道
知
事
実
現
を
ー

所
得
制
限
と
普
遍
主
義
に
つ
い
て

原

野
人

教
師
の
過
重
労
働

山
下

俊
幸

ー
日
本
労
働
者
階
級
の
状
態
（
三
）
ー

不
均
等
発
展
は
一
つ
の
法
則

伊
勢

太
郎

ー
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
（
二
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
８
６
（
二
〇
一
九
年
四
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇
「
令
和
」

支
配
階
級
と
改
元

滝
野

忠

消
費
税
値
上
げ
と
ポ
イ
ン
ト
還
元

山
下

俊
幸

ー
零
細
小
事
業
経
営
者
の
戸
惑
い
ー

新
社
会
党
第

回
大
会
に
思
う
こ
と

新
潟

太
郎

24

よ
く
頑
張
っ
た
、
し
か
し
苦
戦
で
も
あ
っ
た

国
労
上
野
反
合
研

ー

代
表
選
挙
ー

36

不
当
労
働
行
為
と
労
働
組
合

な
ぜ
労
働
組
合
か

本
村

充

発
展
が
緩
慢
な
Ｅ
Ｕ
そ
し
て
日
本

伊
勢

太
郎

ー
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
（
三
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
７
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

稲
妻
が
走
り

雷(

い
か
ず
ち)
が
落
ち
た

滝
野

忠

３
つ
の
戦
争

伊
勢

太
郎

ー
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
（
四
）
ー

連
合
運
動
の
現
状
と
矛
盾

編
集
部

ー
労
戦
再
編

年
（
一
）
ー

30

民
主
主
義
を
取
り
戻
す
年
に
し
よ
う

小
西

純
一
郎

ー
武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン

周
年
と
未
来
ー

30

残
念
な
協
会
の
変
質
と
混
迷

原

野
人

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
８
（
二
〇
一
九
年
五
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

映
画
「
三
池
の
闘
い
と
『
向
坂
教
室
』」
上
映
会

ー
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ー

「
三
池
と
安
保
闘
争
」
か
ら

周
年

山
下

俊
幸

60

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
情
勢
に
つ
い
て

滝
野

忠

『
日
本
を
支
え
る
電
力
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す
る
』
に
つ
い
て

原

野
人

ー
経
団
連
の
提
言
は
温
暖
化
対
策
の
名
の
も
と
に
何
を
狙
う
か
ー

「
階
級
」
と
し
て
の
労
働
者
と
労
働
組
合
と
労
働
法

本
村

充

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
８
９
（
二
〇
一
九
年
六
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

現
代
日
本
の
思
想
と
背
景

滝
野

忠

我
が
町
新
得
町
と
「
な
つ
ぞ
ら｣

佐
野

周
二

ー
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
裏
話
ー

千
葉
さ
ん
と
田
原
さ
ん
の
勘
違
い

原

野
人

ー
搾
取
と
被
搾
取
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
９
０
（
二
〇
一
九
年
六
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

レ
ー
ニ
ン
『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
』
を
読
む

滝
野

忠

ー
唯
物
史
観
か
ら
の
現
状
分
析
ー

資
本
主
義
社
会
の
社
会
保
障
と
そ
の
原
則
は

塚
本

鉄
男

三
池
の
学
習
と
組
織
づ
く
り
は
「
宝
物
」

山
下

俊
幸

ー
「
三
池
の
た
た
か
い
と
『
向
坂
教
室
』
」
の
上
映
会
を
終
え
て
ー

老
朽
原
発
停
止
の
闘
い
は
勝
利
で
き
る
！

稲
村

守

ー
５
・

関
電
包
囲
全
国
集
会
に
７
５
０
人
ー

19

今
村
さ
ん
に
何
を
期
待
す
る
か

原

野
人

ー
協
会
の
ど
こ
が
問
題
か
直
視
し
よ
う
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
９
１
（
二
〇
一
九
年
七
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

史
的
唯
物
論
と
「
社
会
学
」

滝
野

忠

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て

ど
こ
へ
私
を
連
れ
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か

蓑
輪

泰
臣

ー
結
党
の
精
神
を
忘
れ
る
な
ー

悲
惨
な
事
件
を
無
く
す
る
た
め
に

原

野
人

ー
マ
ル
ク
ス
と
向
坂
か
ら
学
ぶ
ー

「
業
務
改
革
・
生
産
性
向
上
」
は
搾
取
の
強
化

ー
小
島
恒
久
著
「
経
済
学
入
門
」
の
学
習
会
を
終
え
て
ー

国
労
上
野
反
合
研

今
次
関
生
弾
圧
の
経
過
と
本
質
と
滋
賀
の
警
察
に
つ
い
て

稲
村

守

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
９
２
（
二
〇
一
九
年
七
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

参
院
選
挙
で
安
倍
自
公
政
権
に

Ｎ
Ｏ
を
！

森

勉

没
階
級
的
な
普
遍
主
義
と
中
期
政
策

原

野
人

ー
二
つ
の
規
定
の
削
除
は
必
要
不
可
欠
ー

「
底
上
げ
」
な
ら
ず
「
規
模
間
格
差
」
も
拡
大

滝
野

忠

ー
１
９
春
闘
を
総
括
す
る
ー

「
デ
フ
レ
」
だ
ら
だ
ら
し
た
恐
慌
は
つ
づ
く

伊
勢

太
郎

ー
日
本
情
勢
の
特
徴
に
つ
い
て
ー

活
字
メ
デ
ィ
ア
と
現
代

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
９
３
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

参
院
選
と
エ
ン
ゲ
ル
ス

滝
野

忠

Ｉ
Ｌ
Ｏ(
国
際
労
働
機
関)

創
立
１
０
０
年
に
寄
せ
て

山
下

俊
幸

日
・
朝
・
韓
の
根
本
問
題

原
野

人

日
本
の
労
働
法
ー
過
去
そ
し
て
現
在

本
村

充

ー
「
階
級
」
と
し
て
の
労
働
者
と
労
働
組
合
と
労
働
法
②
ー

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
階
級
対
立

山
下

俊
幸

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
９
４
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

福
島
第
二
原
発
の
廃
炉
に
つ
い
て

原

野
人

◇
元
原
子
力
資
料
情
報
室
ス
タ
ッ
フ

澤
井
正
子
さ
ん
講
演
か
ら
◇

ど
う
す
る
？

危
険
な
原
発
の
ゴ
ミ

さ
よ
な
ら
原
発
！

新
得
会

ー
日
本
そ
し
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ー

搾
取
と
収
奪
め
ぐ
り

編
集
部

ー
森
勉
さ
ん
と
中
澤
秀
行
さ
ん
の
対
話
（
一
）
ー

資
本
主
義
社
会
で
は
労
働
者
と
資
本
の
利
害
は
相
反
し
て
い
る

森

勉

ー
小
島
恒
久
著
『
経
済
学
入
門
』
紹
介
ー

「
搾
取
」
と
「
収
奪
」
そ
し
て
国
家

中
澤

秀
行

「
な
つ
ぞ
ら
」
、
松
浦
武
四
郎
、
ア
イ
ヌ
民
族

佐
野

周
二

ー
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」
裏
話
２
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１
２
９
５
（
二
〇
一
九
年
九
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

安
倍
政
治
の
背
景

滝
野

忠

参
院
選
結
果
に
つ
い
て

私
た
ち
の
学
習
会

『
国
家
論
』
に
突
入
だ
！

ー
森
勉
さ
ん
と
中
澤
秀
行
さ
ん
の
対
話
（
二
）
ー

私
た
ち
の
学
習
会

森

勉

ー
「
国
家
」
と
は
な
に
か
ー

「
国
家
論
」
を
勉
強
す
る
た
め
に

中
澤

秀
行

資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
「
政
策
」
と
は

山
下

俊
幸

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
輸
送
網

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
９
６
（
二
〇
一
九
年
九
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

参
院
選
総
括
に
つ
い
て
（
二
）

滝
野

忠

恥
知
ら
ず
な
日
本
独
占
資
本
と
安
倍
政
権

原

野
人

避
難
者
訴
訟
、
仙
台
高
裁
第
６
回
尋
問

原
発
事
故
被
害
者
『
相
双
の
会
』

ー｢

復
興｣
の
実
態
と
、
つ
の
る
被
害
者
の
苦
悩
ー

学
習
会
が
始
ま
っ
た
！
「
国
家
に
つ
い
て
」（
レ
ー
ニ
ン
講
演
録
）

ー
第
１
回
学
習
会
レ
ジ
メ
と
５
つ
の
社
会
ー

上
野
反
合
研
「
国
家
に
つ
い
て
」
の
第
１
回
学
習
会

森

勉

５
つ
の
社
会
と
奴
隷
制

中
澤

秀
行

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
９
７
（
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

泥
棒
は
家
の
中
に
、
敵
は
国
の
中
に
い
る

原

野
人

護
憲
闘
争
の
意
義

滝
野

忠

国
家
と
は
な
に
か

ー
森
勉
さ
ん
と
中
澤
さ
ん
の
対
話
（
四
）
ー

レ
ー
ニ
ン
全
集
第

巻
「
国
家
に
つ
い
て
」

森

勉

29

ー
学
習
会
レ
ジ
ュ
メ

第
２
・
３
回
ー

学
習
の
参
考
に
し
て
下
さ
い

中
澤

秀
行

福
山
市
教
育
委
員
会
会
議

傍
聴
の
感
想

西
本

章

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
９
８
（
二
〇
一
九
年
十
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

東
電
裁
判
と
河
野
防
衛
相

原

野
人

秋
の
２
０
０
キ
ロ
リ
レ
ー
デ
モ
へ
の
決
意
も
交
流

稲
村

守

ー
大
飯
原
発
再
々
稼
働
現
地
反
対
闘
争
ー

国
家
と
は
な
に
か

ー
森
勉
さ
ん
と
中
澤
さ
ん
の
対
話
（
五
）
ー

階
級
社
会
と
国
家
（
三
回
目
の
学
習
会
）

森

勉

国
家
と
は
何
か
ー
『
起
源
』
と
「
憲
法
学
」

中
澤

秀
行

ー
学
習
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
（
二
）
ー

国
家
論
と
唯
物
史
観

滝
野

忠

ー
「
国
家
に
つ
い
て
」
ー

鉄
路

切
り
捨
て
、
廃
止
は
認
め
な
い

佐
野

周
二

ー
道
知
事
へ
の
質
問
、
回
答
、
コ
メ
ン
ト
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
９
９
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

し
っ
か
り
原
点
に
立
っ
て
、
原
発
廃
止
を
主
張
し
ま
し
よ
う

相
沢

一
正

関
電
不
正
と
原
子
力
マ
フ
ィ
ア

原

野
人

関
電
と
原
発
マ
ネ
ー
の
癒
着
を
許
す
な
！

ー
高
浜
原
発
と
高
浜
町
役
場
に
抗
議
と
申
し
入
れ
ー

被
害
者
ぶ
る
関
西
電
力
を
許
さ
な
い

ー
関
電
会
長
ら
７
人
辞
任
！

野
瀬
高
浜
町
長
は
再
稼
働
同
意
見
直
し
へ
！
ー

牛
と
掃
除
さ
れ
た
お
墓
と
無
残
な
窯
元
跡

國
分

富
夫

ー
浪
江
町
帰
還
困
難
区
域

ー

数
十
万
被
害
者
は
絶
対
に
許
さ
な
い

ー
９
・

東
電
経
営
者
「
業
務
上
過
失
致
死
罪
」
無
罪
ー

19

関
生
支
部
へ
の
刑
事
弾
圧

労
働
組
合
つ
ぶ
し
を
許
さ
な
い

小
西

純
一
郎

ー
支
援
拡
大
へ

兵
庫
集
会
を
計
画
ー

山
本
太
郎

れ
い
わ

参
院
選

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
０
０
（
二
〇
一
九
年
十
一
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

階
級
的
労
働
運
動
の
再
構
築

滝
野

忠

ー
連
合
路
線
の
誤
り
は
ど
こ
か
ー

実
践
と
理
論
結
び
つ
け
た

年
間

10

ー
国
労
上
野
反
合
研
合
宿
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
ー

蓑
輪

泰
臣

資
本
家
階
級
に
子
ど
も
手
当
は
必
要
か

佐
々
木
一
雄

ー
混
迷
の
度
を
深
め
る
「
普
遍
主
義
」（
一
）
ー

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
３
０
１
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

学
習
会
を
つ
く
ろ
う
よ

蓑
輪

泰
臣

ー
ぼ
く
た
ち
の
学
習
会
『
共
産
党
宣
言
』
ー

福
島
原
発
の
汚
染
水
と
小
泉
環
境
相

原

野
人

労
使
協
調
、
そ
し
て
新
し
い
産
業
報
国
会
へ

滝
野

忠

ー
連
合
方
針
に
つ
い
て
ー

混
迷
の
度
を
深
め
る
「
普
遍
主
義
」
（
二
）

佐
々
木
一
雄

憲
法
第
二
十
五
条
と
資
本
家
の
基
本
的
人
権

日
弁
連
は
「
普
遍
主
義
者
」
か
？

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り



- 8 -

№
１
３
０
２
（
二
〇
一
九
年
十
二
月
一
五
日
号
）

◇
巻
頭
言
◇

誤
り
か
ら
脱
却
し
よ
う

原

野
人

混
乱
の
度
を
深
め
る
「
普
遍
主
義
」
（
三
）

佐
々
木
一
雄

共
産
党
・
社
民
党
は
「
普
遍
主
義
者
」
か
？

平
等
幻
想
の
再
生
産

党
の
具
体
的
金
銭
給
付
政
策
の
問
題
点

日
本
国
憲
法
と
「
普
遍
主
義
」

山
下

俊
幸

ー
そ
ぼ
く
な
私
の
疑
問
ー

労
働
者
の
怒
り
み
な
ぎ
る
職
場
の
実
態

国
労
上
野
反
合
研

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り


